
洞仁会には、洞爺温泉病院の他に併設介護施設として「介護医療院なのはな」があ
ります。介護医療院は、近年できた新しい施設で、「なのはな」も一昨年7月に開院
しました。介護医療院なのはなの特色を挙げますとたくさん浮かびます。その中でも
手厚いリハビリサービスが大きな特色と思います。昨年のリハビリ実績としては、入
所者の方は、ほぼ全員が平均で週3回程度のリハビリ（訓練）を受けています。
ご自宅への退院を目指す方はもちろんのこと、機能回復や体調の維持、楽しみを

持った生活を送っていただくために、寄り添ったリハビリを提供しています。当院
ホームページにも紹介させていただいていますので、ぜひご覧になり、わからない点
がありましたら、当院リハビリテーション課までお問い合わせください。ぜひお待ち
しております。
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鈴木言語聴覚士
5月9日、10日の2日間神戸で開催された日本臨床栄養代謝学会学術集会
（JSPEN2023）に参加してきました。本学会は会員数2万人を超える大きな学
会で、今回の学術集会は現地＋WEBのハイブリット開催でしたが、会場には朝
から多くの人が列を作っていました。私は認知症高齢者の嚥下障害についての
事例発表を行いました。当院の理念である個別性を尊重したチーム医療が功を
奏した事例で、座⾧や聴衆からは良い評価をいただくことができました。学会
以外の時間には、神戸牛の鉄板焼きや明石焼き、そばめしなどのグルメに舌鼓
を打ち、美しい神戸港の夜景を鑑賞し、日本有数の温泉地である有馬温泉に浸
かるなど、発表の準備で忙しかった身体を癒すことができ
ました。今後も臨床を行う中で研究の視点を持ち、知識技
術の研鑽に勤めていきたいと思います。そして、また美味
しいものが食べたいので、次は九州辺りで開催される学会
を狙って手を上げようかと考えています。

当院職員寮の入り口につばめの巣があり、巣立ち
まで見守っています。もちろん、エサを待つひな
鳥も可愛いのですが、親鳥が何度もひな鳥にエサ
を運んでいる姿を見て、子育てはどこも一緒なん
だなと考えさせられています。

日本臨床栄養代謝学会で発表しました
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